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広 報

9月 7日、町民体育館にて開催9月7日、町民体育館にて開催
された敬老会での一コマ。された敬老会での一コマ。
米寿や喜寿の人生の節目を迎え米寿や喜寿の人生の節目を迎え
られた参加者へ、町長より記念られた参加者へ、町長より記念
品が手渡されました。品が手渡されました。



平
成
22
年
度
の
決
算
が
9
月
定
例

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
町
の
収
入
と
支
出
の
実
績

を
表
す
決
算
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か

に
9
つ
の
特
別
会
計
（
特
定
の
事
業

を
行
い
、
一
般
会
計
と
は
経
理
を
区

分
す
る
必
要
が
あ
る
会
計
）
と
水
道

事
業
会
計
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

■
歳　

出

一
般
会
計

● 町税１人あたり負担額
町民税 ……………… 27,046円
個　人 …………… 23,292円
法　人 ……………… 3,754円

固定資産税 ………… 42,570円
土　地 …………… 12,407円
家　屋 …………… 20,984円
償却資産 …………… 8,968円
納付金 ………………… 210円

軽自動車税 …………… 2,194円
たばこ税 ……………… 6,505円

▼用語をチェック ▲
町税→みなさんが町に納めた税金

地方交付税→国が徴収した税金から、

町の財政状況に応じて交付されるお

金

国・県支出金→事業などの特定の目的

の財源として国や県から交付される

お金

財産収入→基金利子等による財産収入

繰入金→保有基金の取り崩しや特別会

計から繰り入れるお金

町債→道路や建設事業等を行うため国

などから借り入れるお金

地方譲与税→自動車重量税・道路譲与

税の一部で、国税として徴収し、町

へ譲与されたお金

使用料・手数料→保育料や各施設の使

用料、住民票等の交付手数料など

分担金・負担金→特定の利益を受けた

人から徴収したお金

■
歳　

入

井
川
町
決
算
報
告

平
成
22
年
度

10.510.5％％

10.710.7％％

5.85.8％％

26.626.6％％

4.34.3％％
2.82.8％％

39.339.3％％
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町 税
4億3,166万8千円

町 債
4億3,730万円

その他
2億3,642万3千円
分担金及び負担金 1,628万 4千円
使用料及び手数料 6,697万 7千円
財産収入 416万円
寄付金 280万円
繰入金 5,240万 6千円
諸収入 9,379万 6千円

地方交付税
16億1,079万2千円

交付金等
1億1,570万5千円

繰越金
1億7,604万4千円

国・県支出金
10億8,788万2千円

地方譲与税 4,388万3千円
利子割交付金 115万4千円
配当割交付金 35万8千円
株式譲渡所得割交付金 8万7千円
地方消費税交付金 5,209万7千円
自動車取得税交付金 819万9千円
地方特例交付金 909万2千円
交通安全対策交付金 83万5千円

平
成
22
年
度

歳入総額 40億9,581万4千円



人件費
490,514千円

12.8％12.8％5.2％5.2％ 14.1％14.1％ 29.5％29.5％ 37.7％37.7％0.7％0.7％

災害復旧費
28,475千円

公債費
540,827千円

扶助費
199,179千円

普通建設事業費
1,132,708千円

その他
1,454,815千円

▼
用
語
を
チ
ェ
ッ
ク
▲

議
会
費
↓
議
会
運
営
の
た
め
に
使
っ
た
お
金

総
務
費
↓
町
税
徴
収
・
庁
舎
管
理
、
選
挙
、

統
計
、
有
線
放
送
、
広
報
活
動
な
ど
町

の
総
括
的
な
事
務
に
使
っ
た
お
金

民
生
費
↓
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
児
童
手
当
、

保
育
所
の
運
営
な
ど
に
使
っ
た
お
金

衛
生
費
↓
健
診
等
の
保
健
活
動
、
環
境
衛

生
、
清
掃
な
ど
の
た
め
に
使
っ
た
お
金

農
林
水
産
費
↓
農
業
基
盤
整
備
、
農
業
振

興
、
国
花
苑
管
理
な
ど
に
使
っ
た
お
金

土
木
費
↓
道
路
、
河
川
、
住
宅
管
理
、
宅

地
分
譲
な
ど
に
使
っ
た
お
金

消
防
費
↓
湖
東
地
区
消
防
署
の
負
担
金
や

消
防
団
の
運
営
、
消
火
栓
の
設
置
な
ど

に
使
っ
た
お
金

教
育
費
↓
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
運
営
の

費
用
や
公
民
館
、
体
育
館
、
給
食
セ
ン

タ
ー
な
ど
教
育
関
係
に
使
っ
た
お
金

公
債
費
↓
町
の
借
金
の
返
済
金
（
一
部
は

国
か
ら
交
付
税
措
置
が
あ
り
ま
す
）

総務費
221,140 円

衛生費
33,806 円

農林水産業費
31,291 円

土木費
66,353 円

民生費
131,687 円

公債費
98,118 円

教育費
67,159 円

● 町民１人あたり歳出額 ････････････ 約 69万 9千円
　※町の住民基本台帳登録人数 5,512 人（平成 23年３月 31日現在）対比

歳出総額 38億5,109万4千円

● 普通会計性質別歳出内訳

その他
49,121 円

31.731.7％％

18.818.8％％
4.84.8％％

4.54.5％％

9.59.5％％

9.69.6％％

7.07.0％％

14.014.0％％
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衛生費
1億8,634万円

　農林水産業費
1億7,247万8千円

公債費（町債などの返済金）

5億4,082万7千円

【主な事業等】
公共施設省エネ・グリーン化推進事業
 1,605万円
各種検診に係る経費 1,582万円
八郎潟・井川衛生処理施設組合負担金
 2,260万円
八郎湖周辺清掃事務組合負担金
 2,860万円
ごみ処理に係る委託費 1,116万円

総務費
12億1,892万6千円

民生費
7億2,586万1千円

土木費
3億6,573万9千円

その他
2億7,074万2千円

教育費
3億7,018万1千円

議会費 5,282万4千円
労働費 5,004万0千円
商工費 503万1千円
消防費 1億3,504万1千円
湖東地区行政一部事務組合負担金
 1億 1,616万円
全国瞬時警報システム整備事業

 757万円
災害復旧費 2,780万6千円

【主な事業等】
地域情報通信基盤整備事業
 ６億5,111万円
地域活性化・経済危機対策事業
（ふるさと交流センター改修ほか）
 2,530万円
広報紙発行など広報費 286万円
巡回バス運行費 1,371万円   
地域活性化・緊急経済対策事業費
（橋梁補修工事、側溝改良工事、町道
舗装補修工事、中学校グラウンド等
整備工事、農村環境改善センター改
修工事ほか） 9,626万円

【主な事業等】
福祉医療費 4,694万円
社会福祉協議会運営補助 327万円
福祉活動専門員補助金 500万円
後期高齢者医療療養給付費負担金
 5,970万円
自立支援介護給付費 2,629万円
自立支援訓練等給付 3,647万円
人工透析患者通院費補助金 88万円
軽費老人ホーム運営委託 1,690万円
児童手当・こども手当費 7,951万円
安心子育て支援基金積立金 1億円

【主な事業等】
農業振興に係る負担金・補助金
 1,543万円
うち、航空防除補助金 1,091万円
経営体育成基盤整備事業費 399万円
水田農業対策事業費 861万円
日本国花苑管理費 3,671万円
林業費 972万円
商工費 503万円

【主な事業等】
町道整備改良事業費 1,316万円
地方特定道路整備事業費 3,912万円
辺地道路整備事業費 1,497万円
側溝改良事業費 855万円
社会資本整備総合事業費 4,723万円
除雪事業費 3,173万円
水洗化リフォーム補助金 340万円

【主な事業等】
外国人青年 (ALT) 招致事業費
 427万円
スクールバス運行委託費 1,185万円
中学校グラウンド土壌改良・芝養生
工事費 2,368万円
中学校建設費 1億 5,781万円



△
△
△  

平
成
22
年
度　

井
川
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト  

▼
▼
▼

【資産の部】
 1 有形固定資産 ･･･････112億 5,632万円
 （うち土地 ･･･････ 24億 8,172万円）
  (1) 総務費 ･･･････････ 26億 1,888万円
  (2) 民生費 ･･･････････ 12億 1,114万円
  (3) 衛生費 ･････････････6 億 1,700万円
  (4) 労働費 ･････････････････  1,233万円
  (5) 農林水産業費 ･････ 12億 7,363万円
  (6) 商工費 ･････････････････  4,952万円
  (7) 土木費 ･･･････････ 34億 8,427 万円
  (8) 消防費 ･････････････････  5,202万円
  (9) 教育費 ･･･････････ 18億 9,929万円
  (10)その他 ･････････････････  3,824万円
 2 投資等 ････････････････8 億 1,726万円
  (1) 投資及び出資金 ･････1 億 5,593万円
  (2) 貸付金 ･････････････････  76万円
  (3) 基　金 ･････････････6 億 6,057万円
 3 流動資産 ･･････････････9 億 9,842万円
  (1) 現金 ･預金 ･････････9 億 8,172万円
  (2) 未収金 ･････････････････  1,670万円
  資産合計 ････････････130億 7,200万円

【負債の部】
 1 固定負債 ････････････ 37億 7,443万円
  地方債 ･････････････ 31億 8,005万円
  退職給与引当金 ･･･････5 億 9,438万円
 2 流動負債 ･･････････････3 億 8,649万円
  翌年度償還予定額 ･････3 億 8,649万円

【正味資産の部】
 1 国庫支出金 ･･････････ 14億 3,509万円
 2 県支出金 ･･････････････6 億 3,542万円
 3 一般財源等 ･･････････ 68億 4,057万円

 負債・正味資産合計 ･･･ 130億 7,200万円

借　　方 貸　　方

▼
用
語
を
チ
ェ
ッ
ク
▲

固
定
資
産
↓
施
設
建
設
な
ど
に
よ
り

整
備
さ
れ
た
、
長
期
に
使
用
す
る

資
産
。
取
得
価
額
か
ら
減
価
償
却

費
を
差
引
い
て
い
る

投
資
等
↓
出
資
金
、
貸
付
金
、
使
用

目
的
が
限
定
さ
れ
て
い
る
基
金
残

高
流
動
資
産
↓
単
年
で
回
収
、
又
は
現

金
化
が
可
能
で
、
使
用
目
的
が
限

定
さ
れ
て
い
な
い
資
金

固
定
負
債
↓
一
年
以
上
経
過
し
て
か

ら
支
払
い
を
要
す
る
負
債

流
動
負
債
↓
一
年
以
内
に
支
払
い
を

要
す
る
負
債

正
味
資
産
↓
資
産
の
う
ち
、
国
・
県

か
ら
の
補
助
金
や
税
金
等
を
財
源

と
す
る
も
の
。

国民健康保険事業
歳 入 6億6,333万 7千円

歳 出 5億 6,971万 3千円

国 民 健 康 保 険
井 川 町 診 療 所

歳 入 1億1,610万 3千円

歳 出 1億 1,610万 3千円

介 護 保 険 事 業
歳 入 5億8,622万 6千円

歳 出 5億 8,425万 1千円

介 護 認 定 事 業
歳 入 3,279万 6千円

歳 出 3,043万 8千円

介護サービス事業
歳 入 2億7,929万 3千円

歳 出 2億 7,929万 3千円

老 人 保 健 事 業
歳 入 28万 9千円

歳 出 28万 9千円

後期高齢者医療
歳 入 3,993万 8千円

歳 出 3,993万 2千円

下 水 道 事 業
歳 入 3億6,054万 6千円

歳 出 3億 4,315万 4千円

農業集落排水事業
歳 入 9,061万 5千円

歳 出 9,061万 4千円

水道事業

収益勘定
歳 入 1億2,902万 6千円

歳 出 1億 2,547万 6千円

資本勘定
歳 入 6,820万円

歳 出 1億 2,103万 5千円

特別会計・企業会計決算状況報告

【
町
の
財
政
指
標
】

自
治
体
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る

た
め
の
様
々
な
分
析
指
数
を
総
称
し

て
「
財
政
指
標
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

■
財
政
力
指
数
（
３
ヵ
年
平
均
）

０
・
２
４
１
（
前
年
比
０
・
０
１
６
減
）

「バランスシート」とは
バランスシートとは、町がこれまで蓄積して
きた資産の状況や、その財源となった負債の
状況などを表した報告書です。表の左側には
資産、右側にはその資産を整備するために調
達した資金の情報を記載しています。

■
実
質
公
債
費
比
率
（
３
ヵ
年
平
均
）

１
２
・
７
％
（
前
年
比
１
・
５
減
）

■
将
来
負
担
比
率　
　

４
２
・
０
％

4



こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
を

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
を

井
川
町
敬
老
式

井
川
町
敬
老
式

5

三
月
の
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故

の
復
旧
、
復
興
の
方
向
も
未
だ
定
ま

ら
な
い
中
、
台
風
や
大
雨
な
ど
今
年

の
日
本
列
島
は
災
害
列
島
に
化
し
た

か
の
よ
う
で
あ
る
。
不
幸
中
の
幸
い

と
言
う
べ
き
か
、
こ
の
地
は
自
然
の

猛
威
か
ら
の
直
接
被
害
は
無
か
っ
た

が
、
町
民
の
縁
者
や
友
人
、
知
人
で

被
災
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
放
射
能
汚
染
で
村

を
あ
げ
て
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

福
島
県
飯
舘
村
の
菅
野
典
雄
村
長
と

は
昵
懇
の
畏
友
だ
が
、
事
故
発
生
以

来
ど
う
お
見
舞
い
の
言
葉
を
か
け
れ

ば
良
い
の
か
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
る
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
の
報
道
で
し
ば
し
ば

お
目
に
か
か
る
た
び
に
苦
悩
の
程
が

察
し
ら
れ
、
胸
が
つ
ぶ
れ
る
想
い
を

し
て
い
る
。

地
震
発
生
以
降
、「
こ
こ
は
本
当

に
良
い
所
だ
。
自
然
災
害
も
少
な
い

し
、
停
電
に
な
っ
て
も
水
道
も
止
ま

ら
な
い
」
と
、
し
ば
し
ば
町
民
か
ら

声
を
か
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
そ

の
通
り
だ
が
、
地
の
利
と
偶
然
の
所

産
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
べ
き
か
も
知

れ
な
い
。
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
十
年
に
一
度
は
豪
雪
被
害
が
起
き

て
い
る
し
、
地
震
、
台
風
、
大
雨
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
訳
で

は
な
い
。
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
来
る
―
、
の
で
あ
る
。

こ
の
寺
田
寅
彦
の
名
言
は
広
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
私
た
ち
人
間
は
喉

元
を
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る
の
で

あ
る
。
寅
彦
は
「
吾
々
は
平
生
あ
ま

り
に
現
在
の
脆
弱
な
文
明
的
設
備
に

信
頼
し
過
ぎ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
地
震
で
水
道
が
止
ま
り
、
暴
風

で
電
気
や
ガ
ス
の
供
給
が
絶
た
れ
狼

狽
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
し
ば
ら

く
す
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
う
。
…
断
水

や
停
電
の
可
能
性
が
い
つ
で
も
目
前

に
あ
る
こ
と
は
考
え
な
い
」、「
文
明

が
進
む
ほ
ど
天
災
に
よ
る
損
害
の
程

度
も
累
進
す
る
」、「
災
害
記
念
碑
を

建
て
後
世
の
人
々
に
警
告
を
残
し
た

と
し
て
も
、
道
路
改
修
な
ど
で
い
つ

し
か
旧
道
の
脇
に
追
い
や
ら
れ
る
」、

「
実
際
の
事
故
の
原
因
を
お
し
か
く

し
た
り
、
あ
る
い
は
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
し
て
、
何
か
し
ら
尤
も
っ
と
も
ら
し
い
不

可
抗
力
に
困
っ
た
か
の
よ
う
に
無
理

に
こ
じ
つ
け
、
そ
し
て
そ
の
問
題
を

打
ち
き
り
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ

と
が
諸
方
面
に
あ
り
は
し
な
い
か
」

な
ど
、
今
回
の
災
害
の
事
態
の
推
移

を
予
見
し
、
強
い
警
告
を
発
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
以
上
は
最
近

発
刊
さ
れ
た
中
公
文
庫
「
地
震
雑
感
・

津
波
と
人
間
」
か
ら
の
抜
す
い
だ
が
、

警
告
の
書
と
し
て
じ
っ
く
り
と
読
み

た
い
一
冊
で
あ
る
。
災
害
に
強
い
国

土
や
町
づ
く
り
は
長
い
時
間
と
財
力

を
要
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
高
い
防

災
意
識
を
持
つ
こ
と
は
今
日
か
ら
で

も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。



農
業
・
農
政
に
つ
い
て

湖
東
総
合
病
院
に
つ
い
て

中
学
校
建
設
事
業
に
つ
い
て

行
政
報
告
要
旨

９
月
定
例
町
議
会
が
９
月
13
日
か

ら
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

初
日
の
本
会
議
で
は
、
町
長
の
行
政

報
告
に
続
い
て
、
５
人
の
議
員
か
ら

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
平
成
22
年
度
一
般

会
計
を
は
じ
め
、
各
特
別
会
計
等
の

決
算
認
定
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
町

か
ら
上
程
さ
れ
た
平
成
23
年
度
補
正

予
算
な
ど
の
案
件
が
原
案
ど
お
り
可

決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

循
環
器
健
診
等
の
実
施
状
況

議会
9月定例会

議会
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財
団
法
人
秋
田
県
市
町
村
職
員

互
助
会
に
つ
い
て

◆
主
な
公
共
工
事
等
の
発
注
状
況
◆ 

※
千
円
未
満
を
切
り
捨
て
記
載
し
ま
す
。

□
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

▼
天
神
新
間
線
舗
装
補
修
工
事
測
量
設

計
業
務
委
託

▼
坂
本
井
内
線
舗
装
補
修
工
事
外
測
量

設
計
業
務
委
託

▼
路
面
性
能
評
価
・
修
繕
計
画
策
定
業

務
委
託

▼
天
神
新
間
線
舗
装
補
修
工
事（一

工
区
）

▼
天
神
新
間
線
舗
装
補
修
工
事（二

工
区
）

▼
坂
本
井
内
線
舗
装
補
修
工
事（一

工
区
）

▼
坂
本
井
内
線
舗
装
補
修
工
事（二

工
区
）

▼
坂
本
井
内
線
舗
装
補
修
工
事（三

工
区
）

□
道
路
区
画
線
整
備
委
託

□
町
道
側
溝
改
良
事
業

▼
大
野
地
金
山
線
側
溝
改
良
工
事

▼
三
嶽
下
一
号
線
側
溝
改
良
工
事

▼
大
倉
小
泉
線
側
溝
改
良
工
事

▼
今
戸
湖
東
線
外
側
溝
改
良
工
事

□
小
今
戸
堤
防
線
外
舗
装
補
修
工
事

□
坂
本
井
内
線
拡
幅
改
良
工
事

□
農
業
集
落
排
水
井
内
地
区
及
び
葹
田

地
区
の
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
接

続
す
る
た
め
の
幹
線
幹
線
管
渠
築

造
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託

□
ふ
れ
あ
い
の
森
整
備
支
援
事
業

▼
日
本
国
花
苑
歩
道
等
整
備
工
事

□
井
内
児
童
館
災
害
復
旧
工
事

□
中
学
校
校
舎
解
体
工
事

◇可決された主な案件◇
■平成 23 年度一般会計補正予算に歳入歳出それぞ
れ1億 6,130万円を追加し、予算総額を34億 7,230
万円としました。
補正の主な内容は、
◇戸籍住基システム改修費 1,564 万 5 千円の追加
◇こどもセンター屋根改修（復旧工事）事業費
  1,263 万円の追加
◇排水強化対策（もみがら暗渠）事業費補助金
  275 万 5 千円の追加
◇非常勤消防団員等負担金 364 万 8 千円の追加
◇災害時の避難施設（老人福祉センター・定住
促進センター・農村環境改善センター・こど
もセンター・小学校・中学校・町民体育館・
健康センター等）及び有線放送センターに発
電機を設置するための経費 339 万円の追加

◇中学校校舎棟完成記念講演会費・外構工事費・
備品購入費等 517 万 8 千円の追加

◇中学校用具置き場の改修及び中学校内部整備費
  200 万円の追加
◇豪雨災害復旧費（道路・河川）
  199 万 8 千円の追加
◇地方債の繰上償還費 7,262 万円の追加

■井川町教育委員に伊藤守氏（宇治木）が選任さ
れました。
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街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

第３回いきいき町民セミナー
「冬を彩る寄せ植えと魔法の鉢づくり」

ウォーキング教室＆自然ウォーク

紅葉の十二湖を歩く

第26回井川アップルマラソン伝　　言　　板
みんなと楽しく活動してみませんか

教室・講座 開 催 日 時 会　　場

和太鼓サークル 8日、22日（土） PM5：00 公 民 館

井川高齢大学・大学院 21日（金） AM8：15 移動研修

教室・講座 開 催 日 時 会　　場

英 会 話 教 室
5日、12日、19日、26日（水）
初級 PM6：30　中級 PM7：30

公 民 館

10月の公民館活動

ハロウィンを楽しもう

スライムで遊ぼう！

あつまれ！いかわっこ

in コミセン

in 泉岳地区集会所
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第40回  町民文化祭
第第4848回回  井川町産業祭井川町産業祭

□会場　井川町農村環境改善センター
井川町役場庁舎２階
井川町健康センター

◆
農
産
物
等
の
出
品
規
格

◆
食
品
加
工
の
内
容
に
つ
い
て

◆
農
産
物
等
の
出
品
受
付

□
受
付
日
時　

□
受
付
場
所

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

□
開
催
日

□
場　

所

【
問
い
合
わ
せ
】

湖
東
３
町
商
工
会
井
川
事
務
所

電
話
（
８
７
４
）
２
３
０
５
／
有
線
４
４
７
２

◆
町
民
文
化
祭
の
出
品
受
付

□
受
付
日
時

□
受
付
場
所

◆
老
人
・
障
害
者
福
祉
展
の
出
品
受
付

□
受
付
日
時　

□
受
付
場
所

【
産
業
祭
の
問
い
合
わ
せ
】

役
場
産
業
課 

産
業
振
興
班 

有
線
４
５
４
６

 

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
８

【
町
民
文
化
祭
の
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
公
民
館 

有
線
４
４
４
３

 

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
２

【
老
人
・
障
害
者
福
祉
展
の
問
い
合
わ
せ
】

役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班 

有
線
４
４
３
２

 

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７

▶10月29日（土）
○各展示コーナー （9：00～ 17：00）

○お茶会（煎茶） （10：00～ 12：00）

○フリーマーケット （10：00～）

▶10月30日（日）
○各展示コーナー （9：00～ 14：00）

○出店コーナー

○歌と踊りのつどい （10：00～ 14：00）

○お茶会（抹茶） （9：30～）

○表彰式および祝賀会 （15：00～）

産業展／農産物、食品加工、農産加工品の

展示、お楽しみ抽選会

農協展／農業関係ポスターの展示

文化祭／書道、絵画、写真、手芸、生け花、

盆栽、フラワーアレンジメント、

文芸作品、井川小ふれあい学習作

品など展示

福祉展／老人福祉展、障害者福祉展

健康展／骨密度測定 9：00～ 15：00

試食コーナー 10：00～ 14：00

（食生活改善推進協議会）
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見事な歌声を披露
東日本大震災復興チャリティ「歌の祭典」

この日、町農村環境改善センターを会場に、
第 7回歌の祭典（主催・伊藤要井川カラオケ
教室）が行われ、大勢の観客を前に自慢の歌声
を披露する歌い手たちの姿がありました。
毎年、入場料収益の一部から社会福祉へ寄付

を行ってきた本祭典ですが、今年は東日本大震
災復興チャリティショーと銘打ち、町社会福祉
協議会を通じて被災地へ寄付が行われました。

楽しく笑って健康人生
全町女性のつどい

地域の女性が連携し、住みよい地域をつくる
ことを目的とする「全町女性のつどい」（主催・
井川町婦人団体連絡協議会）が町環境改善セン
ターで開催され、約 100人が集いました。
今年のテーマは『楽しく笑って健康人生』。

フリーアナウンサーの上野泰夫氏を迎えた講演
が催され、ユーモアたっぷりのエピソード話に
会場内は大きな笑い声が響いていました。

日頃培った生活技術で交流
平成23年度つたの葉まつり

秋田地区生活研究グループ協議会が主催する
平成 23年度『つたの葉まつり』が町農村環境
改善センターで行われ、秋田地区管内の生活研
究グループ会員ら約 90人が集い、会員相互の
交流を図りました。会では「渋柿染めによる小
物作り」「廃油キャンドル作り」「秋の花の寄せ
植え」の各班に分かれて技術交流が企画され、
参加者たちは熱心に取り組んでいました。

日本国花苑彫刻清掃ボランティア
井川町職員退職者会

町民の憩いの場である日本国花苑の環境美化
に努めようと井川町職員退職者会（会長・北嶋
國夫氏）が実施する彫刻清掃ボランティア作業
が行われ、会員 10人が参加しました。
この活動は、町職員退職者で組織する同会が

地域貢献活動を行いたいと毎年続けられている
もので、野外彫刻の清掃をはじめ、ごみ拾い等
苑内の美化活動に汗を流していました。
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元気に駆けて笑顔いっぱい！
こどもセンター運動会

この日、浜井川地区運動広場ではこどもセンター
運動会が行なわれ、園児やその保護者、地域の方々
など大勢が集まりました。
走って、踊って元気いっぱいの子どもたち、その

成長した姿を温かなまなざしで見守る観客席からは
大きな声援が送られます。ひたむきに競技する園児
たちの真剣な表情に、顔をほころばせた一日となり
ました。

功
績
を
た
た
え
て

功
績
を
た
た
え
て

去
る
９
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
「
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
秋
田
大
会
」
に
お
い
て
、

知
的
障
害
者
の
更
生
援
護
活
動
に
尽
力
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
井
川
町
手
を
つ
な

ぐ
親
の
会
会
長
の
熊
岡
正
信
さ
ん
が
秋
田

県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

熊
岡
さ
ん
は
、
知
的
障
害
者
更
生
施
設

大
日
寮
の
保
護
者
会
会
長
や
顧
問
を
歴
任

さ
れ
て
き
た
ほ
か
、
井
川
町
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
の
会
長
を
長
き
に
わ
た
り
務
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

◆
知
的
障
害
者
更
生
援
護
功
労
者
表
彰

スポーツの結果ですスポーツの結果です

ま
た
、
妻
の
熊
岡
敬
子
さ
ん
も
更
生
援

護
活
動
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
同
大
会

に
お
い
て
、
秋
田
県
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

秋田県障害者スポーツ大会
【陸上競技】種目／100㍍走

（年齢区分２部・聴覚障害の部）

優　勝　　渡部　美代子（小 泉）

潟上市・南秋田郡中学校秋季体育大会
【卓球／女子】
○団体戦 優　勝 井川中学校　（※）
○個人戦 優　勝 澤石　愛実　（※）
  準優勝 高橋　華帆　（※）
  第３位 川村　英恵　（※）
  　〃 天野　　萌　（※）
  ベスト８ 中道　　彩　（※）
  　〃 齋藤　柚穂　（※）
【バスケットボール／男子】
  準優勝 井川中学校
【バスケットボール／女子】
  準優勝 井川中学校
【柔道／男子】
○団体戦 優　勝 井川中学校　（※）
○個人戦
 50㎏級 準優勝 伊藤　凌祐　（※）
 55㎏級 優　勝 貝田　伊織　（※）
 　〃 第３位 遠藤　輝秋
 60㎏級 優　勝 澤橋　海斗　（※）
 　〃 第３位 伊藤　樹生
 66㎏級 優　勝 京谷　一樹　（※）
 73㎏級 第２位 菅生　颯太　（※）
【柔道／女子】
○個人戦
 44㎏級 第３位　小沼美沙樹　（※）

（※）全県大会へ出場します。

熊岡 正信さん
（海老沢）
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□
収
集
日

□
集
積
場
所

【
注
意
事
項
】

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

町
民
生
活
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
６
／
有
線
４
４
４
１

【
粗
大
ご
み
】
可
燃
・
不
燃
粗
大
ご
み
／
特
定
処
理
困
難
物
を
収
集
し
ま
す

平
成
23
年
度
基
本
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す

□
対
象
者　

□
受
診
料　

□
実
施
期
間

□
受
付
時
間

□
実
施
場
所

□
健
診
内
容

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
井
川
町
診
療
所

電
話
（
８
７
４
）
２
２
１
５
／
有
線
４
３
９
１

【
国
保
】
健
診
未
受
診
者
の
基
本
健
診
と
保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

新
し
い
保
険
者
証
へ
の

切
り
替
え
は
お
済
み
で
す
か
？

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
国
民
健
康
保
険 

退
職
被
保
険
者
証

□
持
参
す
る
も
の　

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線
４
４
３
７

■
収
集
対
象
品
目
と
手
数
料

○
燃
え
る
粗
大
ご
み

収
集
手
数
料

 

５
０
０
円

収
集
手
数
料

 

１
０
０
円

タ
ン
ス
、
本
棚
、
テ

ー
ブ
ル
、
机
等
の
大

型
の
も
の

布
団
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、

座
布
団
、
椅
子
、
ジ
ュ

ー
タ
ン
・
カ
ー
ペ
ッ
ト

等
の
小
型
の
も
の

○
燃
え
な
い
粗
大
ご
み

収
集
手
数
料

 

５
０
０
円

収
集
手
数
料 １０

０
円

電
子
レ
ン
ジ
・
ビ
デ

オ
・
大
型
ス
ト
ー
ブ

等

自
転
車
・
三
輪
車
・
小

型
石
油
ス
ト
ー
ブ
・
ガ

ス
台
・
乳
母
車
・
扇
風

機
等

○
特
定
処
理
困
難
物

収
集
手
数
料 ５０

０
円

収
集
手
数
料 １０

０
円

ス
プ
リ
ン
グ
入
り
の

マ
ッ
ト
レ
ス
・
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
・
石
油
ボ

イ
ラ
ー（こ

の
３
品
限
定
）

消
火
器
の
み

10 月

URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

くらしの

情報

総務課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町民課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産業課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
（農村環境改善センター） 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。
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□
実
施
期
間

□
予
約
に
つ
い
て

□
助
成
対
象
者
及
び
助
成
額

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
」
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

□
接
種
料
金

□
受
診
の
際
の
注
意
事
項

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

電
話
（
８
７
４
）
３
３
０
０
／
有
線
４
４
５
５

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

□
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
と
ガ
ー
ダ
シ
ル

□
助
成
対
象
や
接
種
方
法
は
？

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

電
話
（
８
７
４
）
３
３
０
０
／
有
線
４
４
５
５

「
定
期
救
命
講
習
」
の
お
知
ら
せ

□
内
容

□
日
時

□
場
所

【
問
い
合
わ
せ
】
湖
東
地
区
消
防
本
部

電
話
０
１
８
（
８
７
４
）
２
４
２
０

13



納
付
免
除
を
受
け
た
期
間
分
は

老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

【
国
民
年
金
】
納
付
免
除
期
間
中
の
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

免
除
期
間
か
ら
一
〇
年
以
内
で
あ
れ
ば

保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す

保
険
料
を
追
納
さ
れ
る
方
は

お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
申
し
出
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線 

４
４
３
７

□
職
種

□
資
格
等

□
勤
務
場
所

□
給
与
・
待
遇
等

□
募
集
期
間

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

井
川
町
福
祉
会

（
障
害
者
支
援
施
設 

桐
ヶ
丘
内
）

井
川
町
寺
沢
字
綱
木
沢
１
３
３
―
２

電
話
（
８
７
４
）
２
２
７
２
／
有
線
４
３
１
０

井
川
町
福
祉
会
職
員
を
募
集

「
特
設
行
政
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

□
日　

時

□
会　

場

□
相
談
員

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線
４
５
６
２

町
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
保
育
士
】

□
募
集
人
数

□
応
募
資
格

□
待　
　

遇

□
勤
務
時
間　

（□
雇
用
期
間

□
募
集
期
限

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
教
育
委
員
会

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
２
／
有
線
４
４
４
３

14



井川の健康を考える⑧

「メタボ」と「高血圧」

この数年、「メタボ」という新しい病気への注
目が集まっています。「メタボ」（メタボリックシ
ンドローム）とは、内臓脂肪が多くなりすぎるこ
とで、高血圧、高脂血症、高血糖などの危険因子
が重複する病気であり、最終的には、糖尿病や動
脈硬化につながることが指摘されています。その
ため、循環器疾患の予防のためには、「メタボ」
の改善、つまり痩せることが重要であるといわれ
ているのです。
一方、井川町では古くから「高血圧」が大きな

健康問題であることが指摘されてきました。「高
血圧」は特に脳の細い血管の動脈硬化につなが
り、脳出血や脳梗塞につながることが知られてい
ます。「メタボ」で見られるように、太ることは
高血圧につながるのですが、太っていなくても高
血圧は発症し、日本人では、太っていない「高血
圧」が循環器疾患予防、特に脳卒中予防のために
は重要であることが指摘されてきました。

では、現在の井川町では「メタボ」と「高血圧」
のどちらを持つ人の方が多いのでしょうか。図に
は過去 30 年間の循環器健診における「メタボ」
と「高血圧」の人の割合を示しました。図を見る
と、男性では「メタボ」の人の割合がこの 10 年
で増加傾向が見られ、対策が必要であると考えら
れますが、女性では大きな変化は見られませんで
した。さらに、「高血圧」の人の割合は、男女共
に「メタボ」の人の割合よりも多く、最近の循環
器健診では、男性の約 50%、女性の 40%が「高
血圧」でした。このように、井川町では、依然と
して「高血圧」が大きな健康問題であることがわ
かります。「メタボ」でないからといって健康で
あるとは言い難い状況にあるということがわかり
ます。
「メタボ」は糖尿病などの病気につながるため、
太ってきた人については体重を元の値に戻すこと
が重要です。その意味で、「メタボ」に注目が集
まることは意味のあることといえます。しかしな
がら、これまで問題とされてきた「高血圧」は解
決したわけではなく、依然として井川町における
大きな健康問題であることを忘れないでくださ
い。
痩せていても高血圧にはご注意を！

大阪大学 医学部附属病院
未来医療センター

野田　博之 氏

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う 

安
心
の
街

▽
地
域
安
全
運
動
の
目
的

▽
全
国
の
運
動
重
点

▽
秋
田
県
の
運
動
重
点
「
無
施
錠
対
策
」

駐
在
所

駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

「痩せの高血圧」は依然として多い
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ぼくたち、
むしば なかったよ

２歳児歯科検診で、
むし歯のなかったこどもたちです

澤田石結
ゆうさ

彩ちゃん
（街 道）

田中 莉
り こ

子ちゃん
（羽 立）

「ままここくらぶ」からのお知らせ

①ままここ＊カフェ
□日時
□場所
□参加費

②おそとでままここ
□日時
□場所

【問い合わせ】さくら＊ままここくらぶ
電話（８７４）２５５７〈三浦まで〉

知っていますか？「建退共制度」

【問い合わせ】
建設業退職金共済秋田県支部

電話０１８－８２３－５４９５

初級障害者スポーツ指導員養成講習会
（日本障害者スポーツ協会公認）
□講習日

□会　場
定　員

□受付期間
□受講料

【問い合わせ】
秋田県障害者スポーツ協会

電話０１８－８６４－２７５０

平成24年度未来農業の
フロンティア育成研修生を募集します

□受講資格

□申請書類の受付期間

【問い合わせ】
秋田県農林水産部 農業研修センター
電話０１８５－４５－３１１１

□
日
時

□
会
場

□
話
し
手

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県 

総
合
政
策
課

電
話
Ｏ
１
８
（
８
６
２
）
５
２
０
０

読
書
の
つ
ど
い
２
０
１
１

「
ふ
る
さ
と
と
本
を
語
る
」
を
開
催

10月は「土地月間」です
大規模な土地取引を行う際は届け出を

【問い合わせ】役場総務課 総務班
電話（８７４）４４１１／有線４５６１

検察審査会から
検察審査員候補者選出のお知らせ

【問い合わせ】秋田検察審査会事務局
電話０１８－８２４－３１２１
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保健だより●10月分

湊  心
ここみ

美ちゃん
（坂 本）

鈴木 月
つくは

晴ちゃん
（坂 本）

遠間 千
ち な

愛ちゃん
（中下村）

山口 結
ゆ き

季ちゃん
（羽 立）

☆10月の予定 （時間 9:30～ 11:30）
開催日 場 所（内 容）

３日（月）

６日（木）
７日（金）

健康センター
「おはなしの森」  （10：45～）

ボランティアグループ『あい』

こどもセンター
浜井川地区集会所

11日（火）

13日（木）
14日（金）

日本国花苑
「秋の自然を楽しもう」 （9：30～）

泉岳地区集会所
井内児童館

17日（月）

20日（木）
21日（金）

健康センター
「手づくりランド」  （10：30～）

こどもセンター
今戸児童館

24日（月）

27日（木）

28日（金）

こどもセンター
「お誕生日会」  （10：30～）

泉岳地区集会所
「葉っぱや木の実で遊ぼう」

（10：30～）

井内児童館

31日（月）健康センター

※週３回（月、木、金）参加申込みは不要です。

今年 4月から *わいわい広場”が週 3回と
なって半年が経ちました。毎回、たくさんの
親子が遊びにきてくれます。
健康センターが会場の時は、身長や体重の
測定や健康相談もできます。お気軽に足を運
んでくださいね。

10月11日は日本国花苑で遊びましょう !

□時 間　9：30～ 11：30
□集合場所　日本国花苑チビッコ広場

ゴリラ彫刻付近　※現地集合
□持 ち 物　ちょこっとおやつ、飲み物、各

自お子さんに必要なもの
（敷物はこちらで用意します）

※雨天の場合は、浜井川地区集会所で通常の
わいわい広場になります。
※申込みは不要です。たくさんの親子の参加
をお待ちしていま～す。

【問い合わせ】井川町こどもセンター
電話 874-4152　有線 4305

わいわい広場だより

「わいわい広場」さくらっこ「わいわい広場」さくらっこ

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

10月 3日
17日

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00～17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票の交付
保健指導、栄養指導

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

10月14日
（金）

す く す く
学 級 H23年 7月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30～9：45
健康センター

乳 児 健 診 H22年10月、12月、
H23年３月、６月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく
○７ヶ月児（H23年3月生まれ）は離乳食指導がありますので１時までに受付を済ませて
ください

予 防 接 種
月　日 区 分 対　象　者

10月 6日
（木）

日 本 脳 炎
予 防 接 種

Ⅰ期：H19年10月4日～H20年10月7日生児または
H17年4月2日～H19年10月3日生まれで希望する児
Ⅰ期追加：H17年4月2日～H19年10月3日生まれで
Ⅰ期初回（2回）終了後１年を経た児

10月13日
（木）

日 本 脳 炎
予 防 接 種

Ⅰ期：H19年10月11日～H20年10月14日生児または
H17年4月2日～H19年10月10日生まれで希望する児
Ⅰ期追加：H17年4月2日～H19年10月10日生まれ
でⅠ期初回（2回）終了後１年を経た児

10月17日
（月）

MRワクチン
接 種

１期：平成21年10月 15日～H22年 10月 18日生
２期：平成17年4月2日～H18年 4月1日生

10月24日
（月）

日 本 脳 炎
予 防 接 種

Ⅰ期：H19年10月22日～H20年10月25日生児または
H17年4月2日～H19年10月21日生まれで希望する児
Ⅰ期追加：H17年4月2日～H19年10月21日生まれ
でⅠ期初回（2回）終了後１年を経た児

10月27日
（木）

３ 種 混 合
予 防 接 種

初回：平成22年10月 25日～H23年 7月28日生児
および７歳未満で未実施児
追加：1期初回（3回）終了後、１年を経た児

○予防接種の受付時間は13：30～14：00、会場は井川町診療所で行います。

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田組合総合病院
電話予約は毎週月～金曜日の13：30～ 16：30
検診当日は8：00までに病院２階健康センターへ

病院 ･福祉活動室
電話880-3013

食生活改善推進員養成講座・協議会研修会
月　日 内　　　容 受付時間・会場

10月  5 日
（水）

・移動研修
　（地場産野菜の調理・活用法について）

10：00～16：00
秋田市雄和

10月26日
（水）

・ウォーキング
・健康づくり総論（講話）

9：30～12：00
健康センター
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井川短歌会詠草

野
田
首
相
ド
ジ
ョ
ウ
と
金
魚
を
例
え
つ
つ
愚
直
な
政
治
を
目
指
さ
ん
と
す
る 

鈴
木　

鉱
造

し
ら
じ
ら
と
明
け
来
し
圃
場
へ
夫
は
行
く
露
あ
る
畦
の
草
刈
り
せ
ん
と 

渡
辺　

京
子

い
に
し
え
の
炎
ゆ
ら
め
く
我
が
胸
に
青
葉
城
址
の
武
者
溜
り
あ
り 

小
林　

康
子

安
全
な
殺
虫
剤
を
作
り
た
り
野
菜
に
ス
プ
レ
ー
繰
り
返
し
使
う 

鈴
木
ヒ
ロ
子

抗あ
ら
がい
て
親
不
孝
せ
し
悔
い
あ
り
て
母
の
紬
を
肩
に
か
け
お
り 

遠
藤
惠
美
子

わ
れ
と
来
て
遊
べ
な
ど
に
は
縁
遠
く
実
り
田
に
群
れ
る
雀
追
い
お
り 

伊
藤
ミ
ヤ
子

夏
休
み
畑は
た

の
草
と
り
芋
ほ
り
と
手
伝
い
ゆ
き
し
福
島
の
少
年 

児
玉
千
代
子

姉き
ょ
う
だ
い
弟
が
集
い
て
歌
う
カ
ラ
オ
ケ
の
声
が
高
鳴
る
志
戸
平
の
夜 

伊
藤　

陽
子

採
り
た
て
の
地
元
野
菜
を
買
い
求
む
直
売
所
オ
ー
プ
ン
の
賑
や
か
な
中
に 

斎
藤
冨
美
男

何
時
に
て
も
熟
睡
で
き
る
幸
せ
は
ま
だ
働
け
る
源
な
ら
ん 

小
林　

タ
ミ

こ
の
国
の
幸
か
不
幸
か
首
相
の
椅
子
に
座
る
は
く
る
く
る
人
が
代
わ
り
ぬ 

す
ず
き
い
さ
む

小武海 亮さん（さくら）髙橋 一宝さん（寺 沢）

半田 魁壱さん（田 中）

死

三浦 嘉月さん（小竹花）

畠山 竜希さん（街 道）

イ ー サ のン

楽しい英会話

There are many ways to study English.
英語を学ぶ方法はたくさんあります。

English TV, music, books and newspapers are all 
easy to fi nd.
英語のテレビや音楽、本そして新聞などは全て簡
単に見つかります。

The most important thing is to get as much 
exposure to English as possible.
一番大事なのはできるだけ多くの英語に触れ合う
ということです。

Emily : Amanda, what should I do if I want to 
practice speaking Japanese.
エミリー：アマンダ、もし日本語を話す練習をし

たければ何をすればいいの？

Amanda : Well, you could travel to Japan, or you 
could fi nd a conversation partner on line.
アマンダ：そうね、日本に旅行することかしら、

あとはインターネットで、話し相手を
見つけることかもね。

Emily : Thanks! Those are great ideas.
エミリー：ありがとう！素晴らしい考えね。

Ways to study 
English

英語を学ぶ方法
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みんなのひろば

図書カードが当たる

◆今月の問題

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年
齢を記入してください。

◆あて先
〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1
井川町役場 総務課 広報担当まで

◆しめきり
10月20日（木）当日消印有効

広報クイズ　No.242

249

の
１日（土）～31日（月）

２日（日）

11日（火）

16日（日）

22日（土）

24日（月）

29日（土）～30日（日）

12日（土）

10月

11月

出来ることが多くなってきて

好奇心がいっぱいです。

強く優しい子どもに

育ってね！

秋 田 西 高 校
生徒会執行部

伊藤 裕紀さん（２年・横 岡）
滝澤 美砂さん（２年・井 内）

19



※
広　

報　

い　

か　

わ　

№
６
５
９　
　

※
編
集
・
発
行
／
井
川
町
役
場
総
務
課　

〒
０
１
８
|
１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
|
１　

☎
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

慶 弔

▼
10
月
に
入
り
、
年
度
の

下
半
期
を
迎
え
た
。
振
り

返
れ
ば
、
今
年
は
３
月
に

発
生
し
た
大
震
災
に
よ
り

年
度
の
境
目
を
意
識
す
る

間
も
な
く
混
沌
と
し
た
中

で
ス
タ
ー
ト
し
た
記
憶
が

蘇
る
。
▼
忙
し
な
く
過
ぎ

ゆ
く
日
々
の
中
で
も
、
こ
の
地
域
で
は
穏
や
か

に
稲
米
の
収
穫
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

震
災
や
台
風
、
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
で
傷
つ

い
た
多
く
の
被
災
地
の
状
況
を
想
え
ば
こ
そ
、

実
り
の
秋
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
ひ
と
し
お

だ
。
▼
当
た
り
前
に
し
て
き
た
日
常
が
、
い
か

に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
か
―
、
道
す
が
ら
目

に
入
る
稲
刈
り
風
景
に
、
ふ
と
思
っ
た
。 

け

人口などの動き
（９月１日現在）

人　口　男　2,596 人（ － 21）
女　2,901 人（ － 43）
計　5,497 人（ － 64）

世帯数　　　1,781 戸（ ＋  6）
（　）内は前年同月との比較

善 意
■地域福祉基金・ふるさとづくり基金へ

・井内町内の澤石勇人さんより、亡祖母
ミツヱさんの香典返しとして

・新屋敷町内の藤田昭三さんより、亡母
チヱさんの香典返しとして

・小泉町内の渡部武廣さんより、亡父
洋作さんの香典返しとして

・今戸町内の鎌田　悟さんより、亡父
吉郎さんの香典返しとして

・小今戸町内の遠藤健悦さんより、亡母
タキノさんの香典返しとして

“ありがとうございました”

だより
（８/21～９/20届出）

■お誕生おめでとう

細川　那
な ち

智（貴史・早由理）

４月からの出生数　13 人

■ご結婚おめでとう

♡
太田　和利（由利本荘市）
藤田　愛美（坂　本）

♡
伊藤　　誠（今　戸）
髙橋　　舞（能代市）

■お悔やみ申し上げます

藤田　チヱ（87 歳・新屋敷）

渡部　洋作（88 歳・小　泉）

藤田　チヤ（81 歳・新屋敷）

幡宮ミヤノ（84 歳・横　岡）

遠藤タキノ（93 歳・小今戸）

小林ミネ子（86 歳・葹　田）

施設の利用状況（８月）
(　　) 内は４月からの累計 

■町内無料巡回バス… 2,588 人 （ 13,343 人 ）
■環境改善センター…… 468 人 （ 4,688 人 ）
■町民体育館………… 1,216 人 （ 6,507 人 ）
■町民武道館…………… 108 人 （ 1,254 人 ）
■町営野球場…………… 957 人 （ 5,678 人 ）
■定住促進センター…… 926 人 （ 3,908 人 ）
■日本国花苑施設……… 874 人 （ 6,014 人 ）
■老人福祉センター… 1,185 人 （ 6,958 人 ）
■ごみ処理場…………… 106 ｔ （ 423 ｔ ）
■し尿処理場…………… 52 kl （ 318 kl ）

羽ばたく“井川っこ ”を紹介します

お願い：〝慶弔だより〟に氏名等の掲
載を希望されない方は、届け出の際に
『戸籍窓口』へ申し出ください

▼
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

八
柳 

沙
耶
さ
ん
（
田 

中
）

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

渡
邊 

莉
穂
さ
ん
（
街 
道
）

編集雑記
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